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STN とは・・・

 The Scientific and Technical Information Network

科学技術分野のオンライン情報検索サービス
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検索のスキル 上級

検
索
機
能

多機能

STN 初心者/エンドユーザー向け

知財・情報検索専門家向け

STN のインターフェース
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vs

1) 検索機能

2) データベース数

3) 回答表示機能

4) 料金体系

5) 導入費用，検索技術の習得
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 メニュー選択方式

1) 検索機能

クリックで検索開始

直感的に，契約したその日から検索ができます！

プルダウンで選択

日本語メニュー

データベースの選択が簡単
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 コマンドによるきめ細かい検索

コマンド習得のためのトレーニングが必要

検索のときは
S と入力

S の後に
言葉を入力

スラッシュの後に
検索する項目を自分で入力

=> FILE CAPLUS

=> S NOYORI R?/AU

100 以上の

豊富な検索項目

1)検索機能
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 多彩な検索機能

構造検索

反応検索

核酸・タンパク質

配列検索

きめ細かく，かつ多彩な検索ができます！

1)検索機能

8

2)データベース数

約 170 ファイル

主要約 80 ファイル

化学文献カテゴリー

特許カテゴリー ライフサイエンスカテゴリー etc

化学物質カテゴリー

36 のカテゴリーに分かれています

目的に合ったデータベースを簡単に選択できます！
データベース名がわからなくても，
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タイトル表示は無料！

表示形式は
1 – 3 種類のみ

詳細を表示したい回答にチェック

3)回答表示機能
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 コマンドによる，自由自在な表示

表示のときは
D と入力

L (回答集合) 番号，回答を表示する形式，

回答番号を自分で入力

L1         704 NOYORI R?/AU       

=> D L1 BIB 1-10

=> D L1 SCAN 無料の表示形式で適合性確認

詳細を表示（有料）

50 以上の豊富な

表示形式

課金は表示されません

3)回答表示機能



11

 検索結果の活用 Excel 表形式

レポート形式

STN Express

検索記録

回答集合

3)回答表示機能

STN AnaVist
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 シンプルな料金体系

データベースの
選択 回答表示検索

回答

ファイル A
ファイル B

ファイル C ファイル B

STN Easy

接続

300円

ゆっくり考えながら

検索できます
料金は画面上に

表示されます

初心者の方でも安心して使用できます！

無料 無料

4)料金体系
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STN on the Web

データベース
の選択 回答表示検索

回答

ファイル A

ファイル B

ファイル C ファイル B

STN Express

STN Easy

接続

300円
素早く検索！ 料金表で確認！

事前に準備をしておく必要があります

4)料金体系
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STN Easy 専用 ID 取得 (無料)

★ 最低ご使用料や年会費などの料金はありません

郵送で申し込み

最短 半日 で発行

ご使用開始

導入を決定してからすぐに検索できます！

(汎用ブラウザで専用サイトにアクセス)

5)導入からご使用まで

化学情報協会に到着後
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STN の ID を取得 (ID 発行料 11,000 円)

郵送で申し込み

ご使用開始

コマンドの習得 （講習会受講）

導入後すぐに，自在に検索ができるわけでは

5)導入からご使用まで

ありません
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メニュー選択 コマンド入力

約 170約 80

検索，回答表示

データベース数

料金体系

習得に時間を要する初心者でも簡単

検索料，表示料のみ 回線料，接続時間料
検索料，表示料

導入費用 ID 発行料 無料 ID 発行料 11,000 円
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 手元に CAS 登録番号がある

STN は契約していないが，

できるだけ早くこの化合物の情報を知りたい

 簡単な検索をたまにしか行わないので，

複雑なコマンドを覚えるのは面倒

 ある化合物の規制情報を調べたいが，

検索は初心者なので，思わぬ課金が心配

こんなときに がおすすめです！
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 では，

イントラネット版 ｢STN Easy for Intranets｣ が利用可

情報担当者の管理のもとに，機関内イントラネット環境で
利用できます

- ID/パスワード 不要
(IP アドレス認証)

- 特別なソフトや費用は不要

- 利用者をグループ化し
グループ毎に利用を管理

- 管理者が登録した SDI を

各グループに配布できる


